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1.はじめに 

有機薄膜太陽電池はウェットプロセスで容

易に作製することができるため、軽量化、低コ

スト化の可能性を有する。しかし、現状の電力

変換効率はシリコンに比し低く、11%の報告も

あるが有機太陽電池の実用化の目安である

15%には達していない。 

本研究では、有機薄膜の相分離が電力変換効

率と密接な関係が報告されている 1)、

1.8-Diiodooctane(DIO)、1-Chloronaphthalene(CN)

をポリマー材料に添加して有機薄膜太陽電池

を作製し、その相分離構造（ナノ構造）の評価

を行った。 

2.実験方法 

製膜は全てスピンコート法で行った。ITO 基

板上に PEDOT：PSS を製膜（回転数：    

5000rpm、回転時間：30sec）し、その後 PTB7 

[9mg]/PC71BM[13.5mg]混合溶液（2w/w%/2w/

w%クロロベンゼン[1ml] 中、）にDIOを 3w/w%

と CNを 10w/w%を添加して作製した。製膜は

回転数 700rpm、回転時間：60sec で行なった。

AFM で表面観察を行い活性層の相分離構造を

評価した。 

3.実験結果及び検討 

Fig.1(a)は PTB7/PC71BM 薄膜の AFM 像であ

る。 Fig.1(b)は PTB7/PC71BMに DIOを 3w/w%

添加した薄膜の AFM像である。表面形態を比

較すると凝集体が微細化することが分かる。こ

れは凝集体がナノ構造化することを示唆する。

Fig.1(c)は PTB7/PC71BMにCNを 3w/w%添加し

た薄膜の AFM像である。Fig.1(c)に比し表面の

高低差が大幅に小さくなっている。Fig.1(d)は

PTB7/PC71BMにDIOを 3w/w%とCNを 3w/w%

添加した薄膜の AFM像である。DIO と CN を

添加したことにより、Fig1(d)に比しさらにナノ

構造化が進展する。これらは添加剤の添加によ

り作製された活性層がナノ構造体形成に重要

な役割を果すことを示唆し、電力変換効率向上

に有効な手段であることを示唆する。 

 

 

Fig.1 AFM images of (a) PTB7/PC71BMfilm, 

(b)PTB7/PC71BM/DIO3w/w%film,(c)PTB7/PC71B

M/CN3w/w%film,(d)PTB7/PC71BM/DIO3w/w%/

CN3w/w% film 
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